
豊
か
で
な
く
な
り
、

幸
福
感
を
得
S
れ
な
い
日
本
人

楽
観
的
評
価
と
悲
観
的
評
価

十
年
ぶ
り
に
パ
ン
コ
ッ
ク
へ
遊
び
に
行
っ
た
と
こ

ろ
、
市
内
の
有
名
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
は
、
中
国
人
観

光
客
に
上
損
さ
れ
て
い
て
、
日
本
人
ら
し
き
観
光
客

は
ほ
と
ん
と
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
驚
い
た

の
は
、
王
宮
の
博
物
館
の
説
明
パ
、
不
ル
の
使
用
言
語

に
英
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
は
も
ち
ろ
ん
、
ロ
シ
ア
語
や

中
国
語
、
そ
れ
に
韓
国
語
が
あ
る
の
に
、
日
本
語
が

な
い
の
で
あ
る
。
日
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
堕
ち
て
し

ま
っ
て
い
る
こ
と
宇
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。

海
外
だ
け
で
は
な
い
。
先
日
、
札
制
警
官
見
に
京
都

の
南
禅
寺
に
行
っ
て
み
る
と
、
こ
こ
も
中
国
人
ば
か

り
で
あ
る
。
隣
の
見
返
り
阿
弥
陀
仏
の
お
わ
す
水
観

堂
も
、
日
本
人
で
も
あ
ま
り
行
く
こ
と
の
な
い
寺
な

の
に
同
じ
状
況
と
な
っ
て
い
た
。
日
本
人
は
、
観
光

す
る
余
裕
も
な
く
し
た
の
か
と
素
朴
な
疑
問
が
湧
く
。

捨
て
た
も
の
で
は
な
く
、
な
ぜ
日
本
人
の
彩
が
薄
く
、

い
た
る
と
こ
ろ
に
元
気
な
中
肉
λ
が
溢
れ
て
い
る
の

か
理
解
し
づ
ら
い
。

日
本
人
よ
り
金
持
ち
の
中
国
人

し
か
し
、
国
の
所
得
格
差
比
較
を
見
る
と
想
像
が

つ
く
。
国
連
開
発
計
画

(
U
N
D
P
)
の
数
年
前
の

調
査
に
よ
る
と
、
全
世
帯
を
所
得
の
大
き
さ
で
十
階

級
に
分
類
し
た
時
、
最
富
裕
層
と
最
貧
困
層
の
所
得

比
が
日
本
で
は
凹

・
五
倍
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
中

国
で
は
二
十
一
六
倍
と
な
っ
て
い
る
。
単
純
な
算

聾
髭
で
、
中
国
ト
y
プ
階
級
一
億
三
千
万
人
の
一

わ
れ
わ
れ
は
、
日
本
の
経
済
状
況
に
矛
盾
し
た
認

識
を
持
っ
て
い
る
と
思
う
。
そ
の
一
つ
は
、
中
国
に

追
い
越
さ
れ
た
と
は
い
え
、
世
界
第
三
位
の
経
済
大

固
と
い
う
自
負
で
あ
る
。
特
に
国
際
関
係
や
開
発
国

援
助
な
ど
で
は
、
こ
の
芳
訟
を
強
く
持
つ
よ
う
に
思

う
。
い
ま
だ
に
国
述
語
会
で
の
総
理
の
ス
ピ
ー
チ
は
、

「
×
×

J
の
援
助
を
す
る
」
と
誇
ら
し
く
宣
量一
目
す
る

の
が
恒
例
で
あ
る
。

一
方
、
内
向
き
に
な
る
と
、
老
齢
化
や
地
方
の
衰

退
な
ど
、
悲
観
的
な
貧
困
が
意
議
に
の
ぼ
る
。
総
選

挙
で
の
野
党
の
ス
ピ
ー
チ
が
典
刑
事
、

客
観
的
に
見
る
と
、

一
体
、
日
本
の
立
ち
位
置
は

と
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。

経
謹
畑
標
で
円
宮
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
一
人
当
た
り
G

D
Pを
比
較
す
る
と
、
経
済
大
固
と
は
言
い
難
い
状

況
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。
国
際
通
貨
基
金

(I
M
F
)
統
計
で
、
日
本
は
、
カ
タ
l
ル

(
一
位
)
、

ル
ク
セ
ン
プ
ル
ク
(
二
位
)
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
(
三

位
)
、
プ
ル
、
ネ
イ
(
四
位
)
ク
ウ
ェ
ー
ト
(
五
位
)
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
(
六
位
)
、
ス
イ
ス
(
九
位
)
、
ア
メ
リ

カ
(
十
位
)
な
ど
の
ト
ッ
プ
グ
ル
ー
プ
の
半
分
ぐ
ら

い
の
三
万
六
千
六
百
J
で
二
十
七
位
で
あ
る
。
香
港

(十

一
位
)
や
台
湾
(
二
十
三
位
)
に
も
負
け
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
韓
国
(
=
干
位
)
が
日
本
に
続
く
。

人
当
た
り
平
均
G
D
Pが
お
よ
そ
二
万
四
平
丸
百
ドル
、

日
本
人
の
約
七
割
と
な
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
う
ち
、

何
千
万
人
か
は
、
日
本
人
を
超
え
る
剖
仇
と
な
る
。

こ
の
ク
ラ
ス
の
中
国
人
が
也
界
中
の
観
光
地
に
溢
れ

て
い
る
と
考
え
る
と
納
得
が
い
く
。

さ
ら
に
、
こ
の
ク
ラ
ス
の
人
が
中
国
社
会
を
支
配

し
、
経
済
政
策
や
外
交
政
策
を
取
り
仕
切
っ
て
い
る

と
考
え
る
と
、
今
日
の
中
国
を
理
解
し
や
す
い
。

し
か
し
、
豊
か
さ
は
金
銭
面
だ
け
で
は
測
れ
な
い
。

精
神
的
な
要
素
も
入
れ
て
国
民
が
満
足
し
て
い
る
か

と
う
か
の
調
査
丁
も
あ
る
。

国
連
の
幸
福
度
調
査
(
巧
。

E
E
3
5
2ω

5
3
ユ
N
C
H
ω
)

で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
上
位

を
占
め
て
い
る
の
に
対
し
て
日
本
は
、
百
五
十
六
カ

国
中
四
十
三
位
で
あ
る
。
し
か
も
、
日
本
は
五
年
前

の
数
値
か
ら
も
下
落
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て

い
る
。
ち
な
み
に
中
国
は
、
九
十
三
位
で
あ
る
。

O
E
C
D
の
幸
福
度
調
査

(
O
問。
ロ
回
2
5「

一-F
5
号
と
で
も
、
加
盟
国
三
十
六
カ
国
中
二
十
六

位
と
な
っ
て
い
て
、
日
本
人
は
先
進
西
欧
諸
国
に
比

較
し
、
幸
福
戚
Y
E
持
っ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

一
冗
気
の
な
い
日
本
人
を
端
的
に
表
し
て
い
る
調

査
結
果
で
あ
ろ
、7
0

身
の
丈
に
合
っ
た
新
し
い
価
値
観
が
必
要

こ
れ
ら
の
統
計
か
ら
、
日
本
が
経
済
大
国
だ

と
い
う
認
識
は
、
現
実
か
ら
か
な
り
遊
離
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
一
方
、
老
齢
化

や
人
口
減
で
悲
惨
な
日
本
と
い
う
非
鋭
的
な
と

こ
の
統
計
を
見
る
限
り
、
日
本
人
は
近
践
の
先
進

ア
ジ
ア
諸
国
よ
り
「
金
持
ち
だ
」
と
は
言
え
な
く
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
国
は
、
八
十
九

位
、
ま
だ
ま
だ
日
本
人
一
人
当
た
り
G
D
P
の
三
割

程
度
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

G
D
Pは
、
単
な
る
一
年
間
の
経
済
活
動
を
表
す

フ
ロ

l
の
概
念
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
豊
か
さ
を
表

す
も
の
で
は
な
い
。
国
民
一
人
当
た
り
の
ス
ト
ア
ク

を
比
較
し
た
も
の
と
し
て
、
国
連
大
学

(
U
N
U
)

と
国
連
環
境
計
画

(
U
N
E
P
)
が
ま
と
め
た
「
包

括
的
な
富
に
関
す
る
報
告
書
」
(
寸

Z
E巳
5

2
0

宅

E
一円古
河
8
0
2
N
G
H
N
)

と
い
、?
も
の
が
あ
る
。

生
産
資
本
(
道
路
、
建
物
、
機
械
な
ど
)
に
加
え
、

人
的
資
本
(
労
働
、
教
育
水
準
な
ど
)
、
自
然
資
本

(森
杯
、
原
油
、
鉱
物
資
源
な
ど
)
を
測
定
し
、

二
十

カ
国
を
分
析
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
日
本
が
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
ノ

ル
ウ
ェ
ー
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン

ス
を
抜
い
て
、
特
に
人
的
食
品
酬
が
高
く
評
価
さ
れ
、

世
界
第

一
位
と
な
っ
て
い
る
。
経
済
活
動
は
低
迷
し

て
い
る
が
、
自
然
環
境
や
社
会
環
境
、
過
去
の
蓄
積

な
と
を
総
合
的
に
勘
案
し
た
ら
、
日
本
人
は
豊
か
だ

と
い
、
つ
こ
と
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
統
計
数
値
を
一
見
る
限
り
は
、
日
本
も

ら
え
方
も
、
一
方
に
ス
ト
ッ
ク
で
一
位
で
あ
る
評
価

が
存
在
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
箆
捕
す
ぎ
る
認
識

で
あ
る
。
思
い
込
み
ゃ
、
政
治
的
田
義
Vτ
排
し
、
現

実
を
よ
く
見
定
め
て
、
身
の
丈
に
合
っ
た
国
の
外
交

政
策
や
社
会
政
策
を
樹
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

固い
、っ
。

い
ず
れ
に
し
て
も
G
D
P
至
上
主
義
を
草
業
し
て
、

違
う
も
の
に
価
値
を
見
出
さ
な
け
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ

は
幸
福
感
を
得
ら
れ
な
い
経
済
状
況
に
あ
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
。

幸
福
感
の
高
い
北
欧
な
ど
の
国
々
に
共
通
し
て
言

え
る
の
は
、
個
性
や
能
力
に
応
じ
た
教
育
で
、
日
本

の
よ
う
に
上
級
学
校
を
目
指
す
こ
と
が
教
育
の
目
的

と
は
な
っ
て
い
な
い
こ
と
、
職
業
訓
練
の
充
実
に
よ

る
就
業
機
会
の
確
保
、
高
負
担
を
伴
、
つ
が
高
福
祉
政

策
を
と
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
安
定
し
た
、
ほ
ど
ほ

ど
の
生
活
と
ゆ
と
り
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
す
る
術
を
心
得

て
い
る
こ
と
だ
と
思
う
。

経
済
発
展
や
上
昇
士
心
向
だ
け
が
す
べ
て
で
は
な
い

こ
と
を
、
個
人
は
勿
論
、
国
の
レ
ベ
ル
で
も
早
く
学

習
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
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